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令和７年度（２０２５年度）くまもとハートウィーク 

「くまもと障がい者芸術展」募集要項 
 

１ 目的                                     

県では、障がいや障がいのある方への理解を深め、その社会参加を促進するため、 

１２月の障害者週間を中心に「くまもとハートウィーク」として様々なイベントを

開催します。 

「くまもと障がい者芸術展」は、この「くまもとハートウィーク」の一環として、芸

術的・文化的な作品の創作を通して、障がい者の社会的自立への意欲を喚起し、社会参

加の促進を図るとともに、障がい者に対する県民一般の理解を深めることを目的とし

ます。 

２ 主催                                     

くまもとハートウィーク実行委員会 

３ 企画運営                                   

社会福祉法人熊本県身体障害者福祉団体連合会 

４ 開催期間                                   

１１月１８日（火）～１１月２４日（月・祝） 

５ 会場                                     

熊本県立美術館分館 ４階【展示室３】（熊本市中央区千葉城町２－１８） 

６ 募集作品の種別                                
 

絵画の部 

絵画① 水彩画 ・ 油絵 

絵画② 絵画（①以外の作品） ・ 切り絵 ・ ちぎり絵 ・ CGアート ・ 

イラスト ・ クレヨン画 ・ 色鉛筆画 ・ 版画 ・ 刺しゅう画

（クロスステッチ） ・ ビーズ画 ・ 絵本 等 

工芸の部 陶芸 ・ 彫刻 ・ 木工 ・ 竹細工 ・ 粘土細工 ・ 段ボール工作 等 

手芸の部 縫い物 ・ 編み物 ・ 織り物 ・ ビーズアクセサリー 等 

写真の部 
カメラ ・ 携帯フォト（カメラ機能付き携帯電話等） 

＊アプリ加工や合成は不可 

書道の部 習字 ・ 書道アート ・ 絵手紙 

文芸の部 俳句 ・ 詩 ・ 短歌 ・ 川柳 

グループ作品の部 作品の種類は問わない。個人で応募しない人たちで制作したもの。 

【留意事項】 

ア． 過去に本芸術展やその他展覧会に出品したものは応募できません。 

イ． 応募作品は、１人（又は１クループ）１点とします。 

ウ． 漫画、イラスト、アニメのキャラクター等の模写は、第三者の著作権、肖像権の権利を侵害しないこと。 
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７ 表彰                                     

くまもとハートウィーク実行委員会の選考と来館者からの「心に残った作品」のメッ

セージをもとに、ハートウィーク賞として各部門から数点を表彰します。 

８ 募集要項                                    

（１）応募資格 

県内に住所を有する障がいのある方又は県内の事業所、学校（学園）を利用して

いる障がいのある方 

 （２）作品素材 

素材は自由です。ただし腐るものや虫がつくもの、危険なもの、大きい音や強い

臭いを発する素材は、美術館の展示品に影響を及ぼす恐れがあるため応募できませ

ん。（例：生花、生木・枝、落ち葉、木の実、種、刃物等） 

 （３）作品規格 

平 面 作 品 
短辺が２７㎝以上 1.5ｍ以内（額装・表装を含む）かつ総重量１０㎏以内 

   

 

 

 

 

 

 

 

≪絵画・書道・写真・グループ作品≫ 

例①額装又は表装か裏打ちする 

例②吊り下げ用の金具を付ける 

例③吊り下げ紐を付ける 

例④表面カバーはガラス不可 

※吊り下げ紐のテープ等での貼付け不可（落下の恐れが

あるため） 

≪その他留意事項≫ 

⒈平面作品のサイズは短辺２７㎝以上（額装・表装を含む） 

⒉書道は半紙サイズ以上で額装又は表装すること 

⒊額装ができない作品は、スチレンボード等の台紙

で裏打ちすること 

４．平面作品で手芸作品以外はイーゼルの使用禁止 

５．貼り絵、切り絵作品は、のり付けが外れないことを確

認（展示の際、剥がれるため） 

 
 
例②・③ 

金具、吊り紐を付ける 
例④ 

表面カバーはガラス不可 

ガラス製の場合は外して搬入 

金具が無い額は、ネジか三角吊りカン等を

後付けし、吊り下げ紐を付けて搬入 

表面カバー 

例① 額装又は表装する 

例② 

 裏打ち、額装を含めて短辺２７㎝以上  
短冊、色紙は額装又は表装か裏打ちする 
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立 体 作 品 
1辺が１ｍ以内かつ総重量２０㎏以内／※縫い物、編み物、織り物は除く 

例①-1     例①-2 

 
 
 
 
 
 
 
   壁に展示     テーブル置き展示 

≪工芸・手芸・グループ作品≫ 

例①-1手芸作品の衣類はハンガーを準備 

例①-2縫い物、編み物、織り物作品はサイズに制限無し 

例② 複数の作品を一つの作品として扱う場合は、申込書に

記入し、搬入時に陳列順、配置図を提出 

例③ アクセサリー等小物は、コルクボード、箱、クリアケース

等を持参（破損、紛失防止のため） 

例②-1 

おちょこを左
側に置く 

  

 

 

例②-２ 

左から①・②・③
の順番で並べる 

 

 

①  ②   ③ 

例③-1 

 

 

 

 

コルクボードを使用 

例③-2 

 

 

 

 

箱を使用 

例③-3 

 

 

 

 

クリアケースを使用 
陳列順や配置図を提出 

※募集要項から外れた素材や規格の作品は、展示できません。 

（４）申込等 

ア． 申込方法 メール又は郵送で申込んでください。 

イ．提 出 物 ①出品申込書（様式 1-①：個人用、様式 1-②：グループ用） 

②コメント原稿用紙（様式２） 

③キャプション用写真（Ｌ判で横向きに印刷） 

ウ. 申込・問合せ先 

社会福祉法人熊本県身体障害者福祉団体連合会 

〒860-0842 熊本市中央区南千反畑町３－７ 熊本県総合福祉センター内 

メール：kumashasui@extra.ocn.ne.jp／電話番号：０９６－３５４－７３７１ 

エ. 申込締切日 

９月３０日（火）必着（期限までに到着し作品規格に合致していれば全て展示します） 

オ．申込の留意事項 

①出品申込書（様式 1）の記入に当たっては、記入例をご覧ください。 

②コメント原稿用紙（様式２）には、自己紹介又は作品の説明（工夫した点、苦心した点、

来館者に見てほしい点など）を、１００字以内で書いて提出してください。 

③キャプションについて（別紙１参照） 

・出品申込書（様式 1）に記入した氏名（ペンネーム）、

障がい種別、所属名又は地域を掲載します。 

・キャプションの写真は、作者の写真を提出してください。

顔を出すことが難しい方は、作者が制作している様子を

顔が映らないように工夫して撮影してください。 

・作者が多数いるグループ作品の場合、キャプションの写

真は集合写真又はコラージュ形式でＬ判サイズを 1枚提

出してください。 

※写真をメールで提出する際は、ファイル形式でＪＰＥＧ

（推奨）、ＰＮＧ、又はＰＤＦとし、ファイル名は作者名に変

更。ＷｏｒｄやＥｘｃｅｌには貼り付けないでください。  

№801    絵画② 

 
作品名 小さなお家 
氏名 RiRiKa（肢体障がい） 

（たけっとむ）１０歳 
わたしは、絵を描くことが大
好きで、時間があれば、色え
んぴつで描いています。 
たくさん絵を描いて、将来は
絵を描く仕事がしたいです。 
今回は、小さなお家とお庭に
咲く花を描いてみました。 

 ≪キャプションの例≫
B6サイズで展示 

Ｌ判・横 
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④申込後に作品名、サイズ等が変更になった場合、又は出品を取りやめる場合は、早急

にお知らせください。 

（５）出品許可証・キャプション番号 

ア．申込受付後、順次出品許可証とキャプション番号を送付します（１０月２７日ご

ろから発送予定）。１１月４日までに許可証等が届かない場合は、受付されていな

い可能性がありますので問い合わせてください。 

イ．氏名（グループ名）、作品名等の間違いや誤字がある場合はお知らせください。 

ウ．出品許可証は作品の裏面又は底面に貼り（縫い）付けてください。 

エ．キャプション番号は、作品の表面左下に貼り付けてください。 

９ 作品の搬入                                  

（１）搬 入 日 １１月１７日（月） 
（２）搬入時間 ９：００～１２：００（午後からは展示作業） 

（３）搬入場所 熊本県立美術館分館 ４階 【展示室３】で受付、搬入。 

＊当日は休館日のため搬入口から入場してください。 

＊駐車場が少ないため混雑が予想されます。また、他の展示会と共有の

場所のため、作品の荷降ろしは速やかにお願いします。 

（４）搬入方法 

ア．申込受付後に送付されるチェックシートで確認し、搬入してください。 

イ．混雑を避けるため、受付時間を分けます。受付時間は出品許可証等の送付時にお

知らせします。 

ウ．出品者（又は代理人）が持参した作品を確認し、受付後に預り証を交付します。

預り証は返却日まで保管してください。 

エ．申込みの無い作品、募集要項から外れた作品は出品できません。※搬入日に受

け取りません。 

オ．工芸、陶芸など壊れやすい作品は、必ず搬入時に受付担当に手渡してください。 

（５）搬入費用や返却に要する費用は、出品者又は所属団体の負担とします。 

（６）作品を入れて来た箱、袋等は持ち帰り、返却日（１１月 24日）に持参してください。 

（７）作品の取扱いには十分注意しますが、不可抗力による損害については、責任を負い

ません。 

10 作品の返却                                  

  返 却 日 ：１１月２４日（月・祝）  

ア．返却時間は後日お知らせします。 

イ．返却時の混雑を防ぐため、スタッフが撤去し、順番に返却します。 

ウ．展示会場に出品者又は代理人が必ず引き取りに来てください。受付時に渡した

預り証と引き換えに返却します。 

エ．施設、事業所、学校（学園）等から出品される場合、作品の返却日が休日にな

るため、必ず返却時間内に引き取りができるよう、あらかじめ担当者の予定を

調整してください。 

オ．展示会場や主催者は、作品を預かることができません。 

11 その他                                    

広報や啓発のため、出品作品を新聞、冊子等に掲載する場合があります。ご了承くださ

い。掲載時は事前に連絡します。 


